
 

２０２４ 
地域支援センター        

特別支援教育研修会 
 

「こどもまんなか社会」の実現に向けた教育・福祉の連携        

～スイミー大作戦！つながる「人」「思い」「未来へ」～ 

 

                    ２０２４．８．２ （FRI） 

たまかわ文化体育館 

                        

 

第１部          

【基調講演】        

つながる～「こどもまんなか

社会」の実現を目指して～ 

____ 

第２部          

【パネルディスカッション】 

つながる教育と福祉～今、

私たちにできることは？～ 

____ 

第３部            

【ワークショップ】      

つながる「人」「思い」「未来

へ」 ～今日から一歩踏み

出そう～               

____ 

教材教具紹介         

高等部作業製品販売     

事業所製品販売 

____ 

ここに、もう 1 つ入力する

スペースがあります。 

学校名 

福島県立石川支援学校 

石川郡石川町字猫啼３６０ー３ 

石川支援学校たまかわ校

石川郡玉川村大字川辺字舘１７１ 

 

日付と時刻 

 



第１部【基調講演】 

つながる～「こどもまんなか社会」の実現を目指して～ 

特定非営利活動法人ぴぃかぁぶう理事長 吉田 一也 氏 

 
【              での取り組み】  

障がいがあると住んでいる地域で教育や福祉が受けられない！ ➡ 「インクルーシブ教育」はどこに？ 

地域に根ざし、障がいの有無に関わらず誰もが安心して暮らせる街づくりを目指して！！ 

   

 社会参加ができる         安心できる居場所がある         当たり前の権利を守る 

 

【ぴぃかぁぶうの主な事業】 

 ・放課後等デイサービス    

 ・児童発達支援事業 

 ・保育所等訪問支援 

 ・日中一時支援サービス 

 ・学童保育 

 ・放課後わくわくクラブ（運動・音楽プログラム） 

 ・ペアレント・プログラム（県委託） ・要支援児童等対応支援業務（市委託） 

 ・発達障がい地域支援マネージャー事業（県委託） 

【大切にしていること・これから目指すもの】 

子ども達やご家族にとって一番の理解者であること。                                                 ・

子ども達の特性をよく理解すること。                                                           ・

生活しやすい環境を整えること。                                                            ・

子ども達は信頼できる大人を探している                                                       ・

「できない」ことは、そのままにせず「できる」人に頼む。                                             ・

職域を超えて協力し合うことが本当の連携。                                                   ・

誰もが安心でき、元気になる街づくりをしていきたい。 

 

 

 

 

 

学区内の学校から歩いて通える 子どもも大人も初めてでも     

分かりやすい環境 

ライフステージに合わせた支援の充実    

～乳幼児期から高校卒業まで～ 

 

障壁をつくらない社会を！ 

職域を超えた連携の取り組み 



第２部【パネルディスカッション】 

つながる教育と福祉～今、私たちにできることは？～ 

         パネリスト   株式会社オノヤ代表取締役社長      小野 浩喜 氏 

ほっと福祉記念会業務執行理事       鈴木 康弘 氏 

石川地方障がい者基幹相談支援センター管理者  吉田 清美 氏 

須賀川支援学校教諭              根本 正樹 氏                    

              ファシリテーター   石川支援学校校長            田中久美子 

 【障壁を考える】 

        カテゴライズする社会  

   

一歩踏み出さないと変わらない！！（手を組む・歩み寄る・知る） 

【変化への一歩を！ライフステージでの支援を考える】 

   

 

 

      

 

 

【今、私たちにできることは？】        

「こどもまんなか社会」の実現を目指し、子ども達の幸せの追求に向けてできることとは・・・ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

固定概念 ➡ 見方によって変化するものという意識をもつ大切さ 

“幸せになるために働く”生き

やすい社会づくりを！ 広域からの通学の現状、地域の格差解消を考える 

ライフステージをつなぐことのできるバトンパス：サポートファイル（フェイスファイル）の活用！！ 

                                      

 

教育と福祉の横の連携を図る：お互いを知るところから！！ 

                                      

 

障がい児者への扱いが分からないことで

受け入れられないことがある。研修等を通

し、知識と経験を得ることが必要。        

小野 浩喜 氏 

子どもを信頼して可能性を見守ってい

き、新しい社会の価値観を尊重すること。     

鈴木 康弘 氏 

子ども時代に障がいの有無に関わらず

に一緒に学び、経験を重ねることで芽生

える障がい理解。                   

吉田 清美 氏 

顔の見える関係。             

困った時に相談できる関係。             

根本 正樹 氏 



第３部【ワークショップ】                                          

つながる「人」「思い」「未来へ」～今日から一歩踏み出そう～ 

基調講演・パネルディスカッションを聞き、グループに分かれて課題やこれからできることを話し合いました。 

 

   

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

 

 

 

                         

 

 

 

 

 

「こどもまんなか社会」の実現に向けて、魚

型の付箋に参加者各自が取り組みたい

事、地域や学校で目指す宣言をまとめス

イミーが完成しました。 


